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成田の秋のイベントとして知られる成田弦まつり。成田山表参道の様々な場所で奏でられる弦楽

器の演奏を中心に、門前成田寄席（落語）や成田のをどりパレードなど、様々なイベントが開催され

ます。 

成田山へ続く参道を舞台に奏でられる、迫力のある「弦の饗宴」をお楽しみください。 

【日 時】 １０月１７日（土） １０時～１７時３０分、１０月１８日（日） １０時～１７時 

１７日は、津軽三味線中心の和の演奏、１８日は様々な弦楽器の演奏が開催されます。 

【場 所】 成田山新勝寺境内・成田山表参道・西参道  

☆成田山奉納 津軽三味線大演奏会☆  

１０月１７日（土）１６時～（雨天中止） 成田山大本堂前  

当日１４時より成田山大本堂脇にて着席整理券を配布します。 

☆けやぐ三味線バトル☆ 若手奏者による白熱の発表会。全国大会の雰囲気が楽しめます。 

１０月１７日（土）１１時～ 成田山新勝寺奥山ステージ 

【交通規制】 １０月１７日（土）１０時～１８時３０分 １０月１８日（日）１０時～１７時３０分 

JR成田駅前～薬師堂～成田山門前（鍋店角）及び薬師堂～幸町交差点 

【お問合せ先】 成田弦まつり実行委員会事務局（成田商工会議所内）TEL ０４７６-２２-２１０１ 

 

 

 

 

 

 

 



第１４３回 成田山菊花大会  

明治１６年より続く伝統行事です。成田山菊花会の奉納による大菊３本立てなどの多種多様な菊花を 

約 1 ヶ月間展示します。見頃は１１月初旬です。 

【開催期間 】 １０月２０日（火）～１１月１５日（日）  

【お問合せ先】 成田山新勝寺 ＴＥＬ ０４７６－２２－２１１１ 

成田山菊花会では、毎年５月に菊苗販売会を、１０月には各会員 

の菊花の開花状況を相互に観察し意見交換する菊花下見会を実 

施しています。 

また現在会員募集中で、成田近辺なら入会希望者のための菊花 

栽培の出張講習が可能ですのでご検討ください。 

千葉県立房総のむら 「秋のまつり」  

「秋の収穫への感謝」をテーマに、伝統的な技の実演や民俗芸能の上演、お米にちなんだイベントなどを

行います。 

【開催日時 】 １０月１１日（日）、１２日（月・祝） ９時～１６時３０分 

【 休 館 日 】 月曜日（月曜日が祝・休日の場合は開館し、翌日休館） 

【 入 場 料 】 一般３００円、高大生１５０円、中学生以下と６５歳以上は無料 

【お問合せ先】 千葉県立房総のむら ＴＥＬ ０４７６－９５－３３３３ 

成田山門前町を行く～その⑪ 

今月は、江戸時代末期の成田山についてご案内します。 

安政５年（１８５８年）に新本堂（現釈迦堂）完成しました。釈迦堂は、現在皆様がお詣りになる大本堂が建

立されるまでの本堂で江戸時代後期の建築の特色をよく残した総欅（けやき）作りのお堂です。 

この本堂の建立は当時の人々をアッと驚かせたようで、豪勢な本堂を歌った数え歌の流行と共に江戸市

中で大変評判になりました。 

四つとせ 寄せばさわれば彫物を立派とほめたつ人ばかり 

この数え歌に詠まれた彫刻とは、お堂の周囲にはめ込まれた五百羅漢の彫刻をさし、不動金兵衛と称さ

れる仏師  松本良山が、１０年の努力・心力を注いで彫り上げた大傑作です。 

五百人もの仏道の修行者である羅漢の様々な姿を、誰一人似

ることなく一枚板に浮彫りにしてあります。そして、この中から必ず

自分や知人に似た顔を見つけることが出来るといわれています。

喜怒哀楽豊かな表情のお顔は人間味があり、ユーモラスで生き

生きとしたお姿は、この彫刻の最大の魅力と言えるでしょう。 

 

安政６年（１８５９年）の４月～６月にか

けては、東京の深川永代寺で出開帳が

行われました。 

深川出開帳の賑わいぶりについては、

『武江年表』という書物に「開帳中、境内

茶店食店等六百余軒を列ねたり。又見世

物多く十八軒出る。日毎に群衆す」と記さ

れており、多くの参詣客で賑わっていた

様子をうかがい知ることが出来ます。（次回に続きます。） 

☆イベント等の関連情報については、FEEL 成田（https://www.nrtk.jp）をご覧ください。☆ 


